
 

 

 

 

 

 

 

 

「地域とともにある学校」づくりをめざし特色ある教育活動について紹介します。 

「書 de 交流プロジェクト」（小・中学校） 

 教育大岩見沢校の土井准教授と書道研究室の学生５名を迎えて、 

書道の特設授業を小学校３～６年と中学校１～３年で実施しました。 

土井准教授は雨竜町出身の書道家である故辻井京雲さんに師事して 

おり、その縁で「書 de 交流プロジェクト」を開催しています。 

授業の初めには、中国の歴史書を紐解きながら漢字の成り立ちを 

説明され、筆の運び方や書体のバランスなどを詳しく教えてくれま 

した。また、大学生が個別に指導にあたり、お手本を書いたり、良 

いところをたくさん褒めたりして、児童生徒のやる気を大いに伸ば 

してくれました。普段はあまり使わない大きな筆を握り、自信に満 

ち溢れた作品を仕上げることができました。児童生徒の作品は「北 

海道学生書道展覧会」に出品することになっています。 

 

「雨竜町保育園との交流」（小学５年生・中学１年生） 

  １１月８日（水）に保育園年長児（きりん組）の園児たちが小学校を

訪れ、５年生と仲良く給食交流をしました。今の５年生はきりん組の園

児たちが入学してくると、新６年生と新１年生という関係になります。

新リーダーとして活躍した５年生。小学校のことを少し覚えることので

きたきりん組。よい関係を結ぶ素敵な時間となりました。 

また、中学校では７日（火）に１年生 

が保育園を訪問して、園児たちと一緒に体を動かし活動しました。 

園内では保育士の方から指導を受けながらレクリエーションを行い、 

笑みがあふれる楽しい時間を過ごしました。１１月２８日（火）に 

は２回目の訪問を予定していて、中学生が園児に楽しんでもらえる 

遊びを準備中です。さらに交流が深まることを期待しています。 

 

「消費者教育」（中学３年生） 

雨竜町立学校・学校運営協議会の委員である司法・行政書士の 

木村幸一さんが講師となり、中学３年生を対象とした「消費者教 

育」の特設授業を行いました。民法改正に伴い令和４年より、成 

人年齢が 18歳に引き下げられ、今まで以上に正しい知識を得て、 

賢い消費者になることが求められています。木村さんからは仕事 

上の経験から得られた実例などを交え、だまされたり、惑わされ 

たりしないよう、対処の仕方について多くのことを教わりました。 

雨竜町ＣＳ（コミュニティ・スクール）だより 
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